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連 載

憲法を憲法をいかすのかいかすのか
変えるのか変えるのか

「自民党改憲草案」を考える ⑥

の
本
質
的
平
等
を
規
定
し
た
憲

古
い
価
値
観
を
復
活

　

戦
前
の
「
家
」
制
度
の
も

と
、
結
婚
は
家
長
（
戸
主
）
の

同
意
な
し
に
認
め
ら
れ
ず
、
家

と
家
と
の
関
係
で
し
た
。
妻
に

は
財
産
の
管
理
権
も
相
続
権
も

認
め
ら
れ
ず
、
契
約
締
結
の
能

力
も
否
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

家
長
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
る

「
家
」
を
単
位
に
、
全
て
の
臣

民
を
天
皇
中
心
の
国
家
体
制
に

動
員
す
る
仕
組
み
で
し
た
。
こ

う
し
た
古
い
「
家
」
制
度
と
男

尊
女
卑
を
否
定
し
、
家
族
関
係

を
革
新
す
る
規
定
が
24
条
で
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
自
民
党
改
憲
案
は

24
条
に
新
た
に
１
項
を
新
設
し

「
家
族
は
、
社
会
の
自
然
か
つ

え
て
位
置
づ
け
直
す
こ
と
は
古

い
価
値
観
を
復
活
さ
せ
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
自
民
党
改
憲
案

る
意
識
が
働
い
て
い
る
と
し
か

考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
て
頑
強

に
反
対
し
て
い
ま
す
。

言
葉
を
入
れ
、
前
文
で
「
家
族

や
社
会
全
体
が
互
い
に
助
け
合

っ
て
国
家
を
形
成
す
る
」
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
国
民
が
ま
ず
自

ら
助
け
（
自
助
）、
次
に
家
族

や
社
会
関
係
で
互
い
に
助
け

（
共
助
）、
国
の
社
会
保
障
に

対
す
る
責
任
は
そ
の
不
足
を
補

う
も
の
へ
と
大
き
く
変
質
さ
せ

る
も
の
で
す
。

個
人
を
規
制
し
、

個
人
を
規
制
し
、

企
業
へ
の
制
約
な
く
す

企
業
へ
の
制
約
な
く
す

　

財
政
の
章
で
は
「
財
政
の
健

全
性
の
確
保
」
規
定
を
新
設

（
83
条
２
項
）
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
切
り

青年部・女性部・現評

９月29日に各専門部の役員選挙が行われ、すべての候補者が信任されました。
信任された役員を紹介します。

強
め
な
が
ら
、
巨
大
企
業
に
は

寛
大
で
す
。
巨
大
企
業
の
利
益

最
優
先
の
新
自
由
主
義
「
構
造

改
革
」
を
進
め
る
「
憲
法
」
に

す
る
狙
い
で
す
。

道
州
制
の
導
入
が
狙
い

道
州
制
の
導
入
が
狙
い

　

地
方
自
治
の
章
で
は
、
経
団

連
が
「
究
極
の
構
造
改
革
」
と

位
置
づ
け
る
「
道
州
制
」
の
導

入
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

古
い
価
値
観
と
企
業
利
益
優

先
の
新
自
由
主
義
が
混
在
し
、

一
見
、
支
離
滅
裂
な
改
憲
案
で

す
が
、「
個
人
の
尊
厳
」
を
否

定
す
る
点
で
は
一
貫
し
て
い
ま

す
。

＊軽食を用意します。

2017年度役員紹介2017年度役員紹介

　まだまだ新米で分からないことも
たくさんありますが、女性部の会議
で先輩方から教わりながら自分にで
きることを少しずつ取り組んでいき
たいです。今、組合活動をさせてい
ただく中で女性の権利についてしっ
かり勉強して理解した上で、自分に
活かせることや女性のみなさんに活
かしていただけることが何かを考え

ていきたいと思っています。そし
て、女性部の活動としても勉強会な
どを開いたりして発信していけたら
と思っています。
　女性の問題のみならず、今後の日
本社会が自分や自分たちの子どもに
不利益にならないよう組合活動を続
けていきたいです。
 副部長　福田 小百合さん

女　性　部女　性　部
女性部長 福田佐代美（土木現場支部寝屋川水系分会）

副部長
西田結実子（保健所支部守口分会）
福田小百合（健康福祉支部障がい者センター分会）
竹内　典子（総合医療センター支部９西分会）

書記長 草野さゆり（保健所支部守口分会）

青　年　部青　年　部
青年部長 塚元　寛貴（総務農林支部財産活用分会）

副部長
加藤　誠大（保健所支部岸和田分会）
高野恵理子
（呼吸器・アレルギー医療センター支部１Ａ分会）

書記長 中森　貴大（土木現場支部八尾土木分会）

　10月１日より青年部は新体制とな
りました。４名の内３名を採用２年
目の職員で構成し、１年間をこのメ
ンバーでやっていく気持ちを固めた
ところです。私も採用２年目職員
で、青年部長としてどれだけ貢献出
来るかわかりませんが、青年の労働
条件向上に向けて一丸となって取り
組む決意です。本年度の青年部は自
治研活動に力を入れたいと考えてお
り、早速10月１日から２日にかけて
茨城県で行われた「地方自治研究全

国集会in茨城つくば」に青年部から
３名が参加しました。全国それぞれ
の自治体が抱える問題や今後の展望
について分科会などを通じて学習
し、学んだことを今度は府政に活か
していけるよう、精力的に自治研活
動を行っていこうと考えています。
青年が本当の意味で働きやすい職場
に出来るよう、青年部一同頑張って
参りますので、応援とご協力をよろ
しくお願いします！
 青年部長　塚元 寛貴さん

現　　　評現　　　評
現評議長 堀田　裕子（総務農林支部総務分会）
副議長 吉岡美紀代（教委支部教育センター分会）
事務局長 小池　正夫（府税支部泉南分会）

　私の勤務する教育センターは、教
育委員会の出先で、学校の先生が研
修を受ける施設です。私は電話交換
手として仕事をしています。
　いま、現業職場では、人員削減・
不補充でたいへんな状況になってい

るところも多いのではないでしょう
か。みなさんと力を合わせて、適正
な人員配置を実現するためがんばっ
ていきたいと思います。今後ともよ
ろしくお願いします。
 副議長　吉岡 美紀代さん

非常勤職員のつどい

府
職
労

府
職
労

非常勤職員のみなさん、
ご参加ください！

日時日時 11月18日（金）18時より

場所場所 府職労会議室

○ 申し込み・問い合わせは
　お近くの組合役員か府職労まで

職場で日ごろ感じ
ていること、疑問
に思うこと、なん
でも自由に交流し
ましょう

互助会からのお知らせ互助会

福
関
　福利
約が、
平成29
です。
　つい
に申し
者が変
意くだ
　また
る予定
は、お

 ※


